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　二
〇
二
五
年
九
月
二
十
八
日
㈰
に
長

野
県
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
の
天
照
寺

に
て
九
月
例
会
「
お
寺
で
体
験

　マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
本
例
会
は
会
員
の
資
質
向
上
に
向

け
、
早
朝
よ
り
お
寺
で
の
座
禅
、
そ
し

て
和
尚
様
の
講
和
、
食
事
指
導
を
体
験

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
早
朝
慌
た
だ
し

く
過
ご
す
こ
と
が
多
い
中
、
座
禅
を
通

じ
心
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
、
普
段
聞
き

逃
し
て
し
ま
う
自
然
の
音
を
耳
に
し
、

９
月
　
日
㈰
　
天
照
寺

28

月
例
会

9

企
画
担
当  

■ 

次
代
へ
繋
ぐ
総
務
拡
大
員
会 

■

お
寺
で
体
験  

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

ま
た
そ
の
心
が
大
き
な
ゆ
と
り
に
な

り
、
生
活
の
質
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
食
事
を
通
じ
感
謝
の
心
と
命
を
頂
い

て
い
る
こ
と
の
再
認
識
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
青
年
会
議
所
会
員
は
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
模
範
に
な
る
よ

う
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

今
後
こ
の
体
験
が
参
加
者
の
心
の
成
長

に
大
き
く
寄
与
し
た
も
の
と
感
じ
ま
し

た
。

百瀬  千晴
会社名 株式会社さくら

会社事業内容 飲食店、介護事業

ＪＣに入って
よかったこと

団結力と責任感、繋がり、広がりを得られた
と思います。

ＰＲ 物価高が続く中、飲食店では創業当時から値段を
上げずお客様に常に感謝、還元の気持ちを持ち、
値段設定以上の物を提供することを心がけており
ます。介護事業では、お客様の機能維持、アクティ
ビティの充実を大切とし、可能な限り自立した生
活を送れるよう、サポートしております。
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2025所属委員会
次世代を創る交流委員会

　本
年
度
九
月
例
会
「
お
寺
で
体
験
　マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
は
、
長
野
市
篠

ノ
井
小
松
原
・
天
照
寺
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
早
朝
座
禅
・
和
尚
様
の
講
話
・

食
事
指
導
と
い
う
、
日
常
で
は
得
難
い
貴
重
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
静
寂
の
中
で
自
身
と
向
き
合
い
、
普
段

の
生
活
で
は
気
づ
く
こ
と
の
な
い
自
然
の
音
や
心
の
動
き
を
感
じ
取
る
こ
と

で
、
心
身
の
調
和
を
取
り
戻
す
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
座
禅
を
通
し
て

生
ま
れ
る
「
心
の
ゆ
と
り
」
は
、
私
た
ち
が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
人
々
の

前
に
立
つ
う
え
で
欠
か
せ
な
い
姿
勢
で
あ
り
、
ま
た
食
事
指
導
か
ら
学
ん
だ

「
感
謝
の
心
」
は
、
命
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
る
と
い
う
当
た
り
前
で
い
て

最
も
大
切
な
事
実
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
例
会
で
得
た
気
づ
き
と

学
び
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
心
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
今
後
の

青
年
会
議
所
運
動
の
原
動
力
と
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
天
照
寺
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本

体
験
を
地
域
社
会
の
よ
り
良
い
未
来
づ
く
り
へ
と
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

池
田  

純
也

委
員
長
所
感

未来を創る  変革の一歩
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　二
〇
二
五
年
十
一
月
一
日
㈯
に
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ

ア
に
て
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ

　長
野
二
〇
二
五
に
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。
本
年
の
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
当

青
年
会
議
所
の
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
、Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大
邱
の
あ
る
韓
国
の
伝
統
遊
戯
で
あ
る
投
壺
を
ご
来
場

の
皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
投
壺
と
は
、
壺

に
矢
を
投
げ
入
れ
る
と
い
う
遊
戯
で
す
。
し
か
し
遠
く
か

ら
投
げ
入
れ
る
に
は
少
し
コ
ツ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
参

加
者
の
皆
様
も
珍
し
い
遊
戯
に
真
剣
な
表
情
で
挑
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
長
野
市
長
で
あ
る
荻
原
健
司
市
長
も

体
験
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
五
回
中
、
三
回
成
功

し
た
方
に
は
韓
国
の
即
席
麺
で
あ
る
イ
ワ
シ
カ
ル
ク
ッ
ス

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
。

　二
〇
二
五
年
十
一
月
一
日
、
長
野
セ
ン
ト
ラ
ル
ス

ク
ゥ
エ
ア
に
お
い
て
、
十
一
月
委
員
会
事
業
「
ワ
ー
ル

ド
フ
ェ
ス
タ

　長
野
二
〇
二
五
」
へ
参
加
致
し
ま
し

た
。　南

長
野
青
年
会
議
所
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大

邱
と
姉
妹
締
結
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ワ
ー
ル
ド

フ
ェ
ス
タ
で
は
例
年
、
韓
国
の
伝
統
や
文
化
を
伝
播
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
は
韓
国
の
伝
統
遊
戯
「
投
壺(

ト
ウ

コ)

」
を
ご
来
場
の
皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
一
時
行
列
が
出
来
る
ほ

ど
大
盛
況
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
一
人
五
本
の
持
ち
矢
で
三
本
入
れ
た
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
出
来
る
様
に
設
定
し
て
い
た
為
か
、

皆
さ
ん
が
一
投
一
投
真
剣
に
投
げ
て
お
り
、
今
回
の
事

業
を
通
じ
て
多
く
の
皆
様
へ
韓
国
の
伝
統
遊
戯
に
ふ
れ

る
良
い
機
会
を
創
出
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 古

川  

諒
一

委
員
長
所
感

in

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ 

　長
野
二
〇
二
五
へ
の
協
力

月
委
員
会
事
業

11

企
画
担
当  

■ 

次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会 

■

月
１
日
㈯
　セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア

11

　二
〇
二
五
年
十
一
月
十
四
日

㈮
に
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井

支
所
二
階
大
会
議
室
に
て
十
一

月
例
会
「
周
年
っ
て
ど
う
し
て

や
る
の
？
〜
創
立
六
十
五
周

年
・
認
承
五
十
五
周
年
式
典
に

向
け
て
〜
」
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
本
例
会
は
翌
年
に
控
え
る

創
立
六
十
五
周
年
・
認
承
五
十

五
周
年
に
向
け
て
、
周
年
を
経

験
し
て
な
い
メ
ン
バ
ー
に
は
そ

の
重
要
性
と
思
い
を
、
経
験
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
も

再
確
認
と
若
い
メ
ン
バ
ー
に
向

け
て
そ
の
経
験
を
伝
え
る
場
と

し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

本
例
会
で
は
創
立
六
十
周
年
・

認
承
五
十
周
年
時
の
理
事
長

久
保
廣
範
先
輩
、
周
年
実
行
委

　去
る
十
一
月
十
四
日
㈮
、
十
一
月
度
例
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　次
年
度
に
控
え
る
「
創
立
六
十
五
周
年
・

認
証
五
十
五
周
年
」
と
い
う
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
Ｌ
Ｏ
Ｍ
は

周
年
未
経
験
者
が
大
半
を
占
め
る
と
い
う
現

状
を
鑑
み
、
全
メ
ン
バ
ー
で
周
年
の
意
義
を

再
確
認
す
る
べ
く
、
勉
強
会
形
式
で
の
開
催

と
い
た
し
ま
し
た
。

　講
師
に
は
、
か
つ
て
周
年
式
典
の
重
責
を

担
わ
れ
た
、
第
五
十
代
理
事
長 

久
保
廣
範

先
輩
、
並
び
に
当
時
の
周
年
実
行
委
員
長
で

あ
ら
れ
る
中
村
文
陽
先
輩
を
お
招
き
し
、
当

時
の
熱
い
想
い
や
苦
労
話
な
ど
、
現
役
時
代

を
紐
解
く
貴
重
な
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

　本
例
会
を
通
じ
、
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り

が
多
く
の
気
づ
き
や
学
び
を
得
た
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
周

年
式
典
へ
の
参
加
者
は
少
数
で
あ
り
ま
し
た

が
、
来
年
度
は
当
団
体
の
周
年
式
典
ま
で
限

り
少
な
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
Ｌ
Ｏ

Ｍ
の
周
年
式
典
に
は
積
極
的
に
参
加
し
得
た

知
見
を
、
単
な
る
情
報
の
共
有
に
留
め
る
の

で
は
な
く
、
自
ら
の
当
事
者
意
識
へ
と
昇
華

さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
「
我
々
に
何
が

で
き
る
の
か
」
を
真
摯
に
模
索
し
、
次
代
へ

の
礎
を
築
く
た
め
の
行
動
へ
と
繋
げ
て
い
く

所
存
で
す
。

　結
び
に
、
ご
多
用
の
中
、
現
役
メ
ン
バ
ー

の
た
め
に
貴
重
な
お
時
間
を
頂
戴
し
ま
し
た

二
名
の
先
輩
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、

委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西
澤  

雅
弥

委
員
長
所
感

周
年
っ
て
ど
う
し
て
や
る
の
？

〜
創
立
六
十
五
周
年
・
認
承
五
十
五
周
年
式
典
に
向
け
て
〜

月
例
会

11

企
画
担
当  

■ 

笑
顔
咲
く
学
び
委
員
会 

■

月
　日
㈮
　長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　二
階
大
会
議
室

11

14

in

in

員
長

　中
村
文
陽
先
輩
に
講
師

と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
、
当

時
ど
の
よ
う
に
周
年
事
業
を
構

築
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

点
に
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
、
そ
し
て
五
十
周
年

宣
言
文
に
掲
げ
た
思
い
な
ど
を

詳
細
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
来
年
に
は
周
年
宣
言
検
証

を
行
い
、
今
後
五
年
間
の
南
長

野
青
年
会
議
所
の
活
動
の
心
意

気
を
多
く
の
皆
様
に
発
表
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
本
例
会
は
会
員

の
周
年
に
向
け
た
気
持
ち
を
一

つ
に
し
、
創
立
六
十
五
周
年
・

認
承
五
十
五
周
年
に
向
け
た
絶

好
の
機
会
で
あ
っ
た
も
の
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
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験
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イ

ン
ド
フ
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」
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
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例
会
は
会
員
の
資
質
向
上
に
向

け
、
早
朝
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お
寺
で
の
座
禅
、
そ
し
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和
尚
様
の
講
和
、
食
事
指
導
を
体
験
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ま
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り
ま
し
た
。
早
朝
慌
た
だ
し
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過
ご
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こ
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が
多
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中
、
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と
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、
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と
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り
、
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度
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月
例
会
「
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寺
で
体
験
　マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
は
、
長
野
市
篠

ノ
井
小
松
原
・
天
照
寺
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
早
朝
座
禅
・
和
尚
様
の
講
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・

食
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指
導
と
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、
日
常
で
は
得
難
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重
な
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び
の
場
を
提
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し
て
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だ
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た
。
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加
し
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メ
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は
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の
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の
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取
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す
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
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と
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の
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と
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あ
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だ
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謝
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る
と
い
う
当
た
り
前
で
い
て

最
も
大
切
な
事
実
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
例
会
で
得
た
気
づ
き
と

学
び
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
心
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
今
後
の

青
年
会
議
所
運
動
の
原
動
力
と
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
天
照
寺
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本

体
験
を
地
域
社
会
の
よ
り
良
い
未
来
づ
く
り
へ
と
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

池
田  

純
也

委
員
長
所
感

未来を創る  変革の一歩
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　二
〇
二
五
年
十
一
月
一
日
㈯
に
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ

ア
に
て
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ

　長
野
二
〇
二
五
に
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。
本
年
の
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
当

青
年
会
議
所
の
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
、Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大
邱
の
あ
る
韓
国
の
伝
統
遊
戯
で
あ
る
投
壺
を
ご
来
場

の
皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
投
壺
と
は
、
壺

に
矢
を
投
げ
入
れ
る
と
い
う
遊
戯
で
す
。
し
か
し
遠
く
か

ら
投
げ
入
れ
る
に
は
少
し
コ
ツ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
参

加
者
の
皆
様
も
珍
し
い
遊
戯
に
真
剣
な
表
情
で
挑
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
長
野
市
長
で
あ
る
荻
原
健
司
市
長
も

体
験
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
五
回
中
、
三
回
成
功

し
た
方
に
は
韓
国
の
即
席
麺
で
あ
る
イ
ワ
シ
カ
ル
ク
ッ
ス

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
。

　二
〇
二
五
年
十
一
月
一
日
、
長
野
セ
ン
ト
ラ
ル
ス

ク
ゥ
エ
ア
に
お
い
て
、
十
一
月
委
員
会
事
業
「
ワ
ー
ル

ド
フ
ェ
ス
タ

　長
野
二
〇
二
五
」
へ
参
加
致
し
ま
し

た
。　南

長
野
青
年
会
議
所
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 
西
大

邱
と
姉
妹
締
結
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ワ
ー
ル
ド

フ
ェ
ス
タ
で
は
例
年
、
韓
国
の
伝
統
や
文
化
を
伝
播
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
は
韓
国
の
伝
統
遊
戯
「
投
壺(

ト
ウ

コ)

」
を
ご
来
場
の
皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
一
時
行
列
が
出
来
る
ほ

ど
大
盛
況
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
一
人
五
本
の
持
ち
矢
で
三
本
入
れ
た
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
出
来
る
様
に
設
定
し
て
い
た
為
か
、

皆
さ
ん
が
一
投
一
投
真
剣
に
投
げ
て
お
り
、
今
回
の
事

業
を
通
じ
て
多
く
の
皆
様
へ
韓
国
の
伝
統
遊
戯
に
ふ
れ

る
良
い
機
会
を
創
出
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 古

川  

諒
一

委
員
長
所
感

in

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ 

　長
野
二
〇
二
五
へ
の
協
力

月
委
員
会
事
業

11

企
画
担
当  

■ 

次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会 

■

月
１
日
㈯
　セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア

11

　二
〇
二
五
年
十
一
月
十
四
日

㈮
に
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井

支
所
二
階
大
会
議
室
に
て
十
一

月
例
会
「
周
年
っ
て
ど
う
し
て

や
る
の
？
〜
創
立
六
十
五
周

年
・
認
承
五
十
五
周
年
式
典
に

向
け
て
〜
」
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
本
例
会
は
翌
年
に
控
え
る

創
立
六
十
五
周
年
・
認
承
五
十

五
周
年
に
向
け
て
、
周
年
を
経

験
し
て
な
い
メ
ン
バ
ー
に
は
そ

の
重
要
性
と
思
い
を
、
経
験
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
も

再
確
認
と
若
い
メ
ン
バ
ー
に
向

け
て
そ
の
経
験
を
伝
え
る
場
と

し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

本
例
会
で
は
創
立
六
十
周
年
・

認
承
五
十
周
年
時
の
理
事
長

久
保
廣
範
先
輩
、
周
年
実
行
委

　去
る
十
一
月
十
四
日
㈮
、
十
一
月
度
例
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　次
年
度
に
控
え
る
「
創
立
六
十
五
周
年
・

認
証
五
十
五
周
年
」
と
い
う
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
Ｌ
Ｏ
Ｍ
は

周
年
未
経
験
者
が
大
半
を
占
め
る
と
い
う
現

状
を
鑑
み
、
全
メ
ン
バ
ー
で
周
年
の
意
義
を

再
確
認
す
る
べ
く
、
勉
強
会
形
式
で
の
開
催

と
い
た
し
ま
し
た
。

　講
師
に
は
、
か
つ
て
周
年
式
典
の
重
責
を

担
わ
れ
た
、
第
五
十
代
理
事
長 

久
保
廣
範

先
輩
、
並
び
に
当
時
の
周
年
実
行
委
員
長
で

あ
ら
れ
る
中
村
文
陽
先
輩
を
お
招
き
し
、
当

時
の
熱
い
想
い
や
苦
労
話
な
ど
、
現
役
時
代

を
紐
解
く
貴
重
な
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

　本
例
会
を
通
じ
、
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り

が
多
く
の
気
づ
き
や
学
び
を
得
た
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
周

年
式
典
へ
の
参
加
者
は
少
数
で
あ
り
ま
し
た

が
、
来
年
度
は
当
団
体
の
周
年
式
典
ま
で
限

り
少
な
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
Ｌ
Ｏ

Ｍ
の
周
年
式
典
に
は
積
極
的
に
参
加
し
得
た

知
見
を
、
単
な
る
情
報
の
共
有
に
留
め
る
の

で
は
な
く
、
自
ら
の
当
事
者
意
識
へ
と
昇
華

さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
「
我
々
に
何
が

で
き
る
の
か
」
を
真
摯
に
模
索
し
、
次
代
へ

の
礎
を
築
く
た
め
の
行
動
へ
と
繋
げ
て
い
く

所
存
で
す
。

　結
び
に
、
ご
多
用
の
中
、
現
役
メ
ン
バ
ー

の
た
め
に
貴
重
な
お
時
間
を
頂
戴
し
ま
し
た

二
名
の
先
輩
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、

委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西
澤  

雅
弥

委
員
長
所
感

周
年
っ
て
ど
う
し
て
や
る
の
？

〜
創
立
六
十
五
周
年
・
認
承
五
十
五
周
年
式
典
に
向
け
て
〜

月
例
会

11

企
画
担
当  

■ 

笑
顔
咲
く
学
び
委
員
会 

■

月
　日
㈮
　長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　二
階
大
会
議
室

11

14

in

in

員
長

　中
村
文
陽
先
輩
に
講
師

と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
、
当

時
ど
の
よ
う
に
周
年
事
業
を
構

築
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

点
に
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
、
そ
し
て
五
十
周
年

宣
言
文
に
掲
げ
た
思
い
な
ど
を

詳
細
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
来
年
に
は
周
年
宣
言
検
証

を
行
い
、
今
後
五
年
間
の
南
長

野
青
年
会
議
所
の
活
動
の
心
意

気
を
多
く
の
皆
様
に
発
表
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
本
例
会
は
会
員

の
周
年
に
向
け
た
気
持
ち
を
一

つ
に
し
、
創
立
六
十
五
周
年
・

認
承
五
十
五
周
年
に
向
け
た
絶

好
の
機
会
で
あ
っ
た
も
の
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

未来を創る  変革の一歩
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二
〇
二
五
年
十
一
月
二
十
日
㈭
に
長
野
商

工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会
議
室
に
て

七
月
例
会
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大

邱
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
二
〇
二
五
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
本
例
会
は
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
Ｊ

Ｃ
Ｉ
西
大
邱
と
の
交
流
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
来
七
月
に
訪
日
事
業
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
先
方
と
の

日
程
調
整
が
難
し
く
、
十
一
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
交
流
会
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ

西
大
邱
　
ナ
ム
・
サ
ン
ソ
ン
会
長
と
南
長
野

青
年
会
議
所
　
飯
田
理
事
長
と
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
懇
親
会
で
は
双
方
の
活
動
報
告
を

行
い
、
互
い
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
を
通

じ
て
、
ま
だ
西
大
邱
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い

メ
ン
バ
ー
に
も
、
両
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
活
動
や
長
年

続
く
友
情
を
感
じ
取
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
最
後
に
は
韓
国
語
で
の
挨
拶

を
皆
で
行
い
、
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
確
か
め
あ

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
二
〇
二
五
年
十
一
月
二
十
日
、
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支

所
二
階
会
議
室
に
て
、
七
月
例
会
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大

邱
　
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
二
〇
二
五
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
の
交
流
で
あ
る
訪
日
事
業
が
互

い
の
諸
事
情
に
よ
り
実
現
出
来
な
か
っ
た
代
わ
り
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
交
流
を
行
う
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
南
長
野
青
年
会

議
所
か
ら
十
名
西
大
邱
青
年
会
議
所
か
ら
八
名
参
加
し
、
互
い

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
始
め
に
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
南
長
野
青
年
会
議
所
の
長
き

に
渡
る
友
情
を
記
念
し
、
双
方
の
青
年
会
議
所
の
会
長
と
理
事

長
よ
り
祝
辞
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
互
い
の
メ
ン

バ
ー
紹
介
、
事
業
紹
介
、
活
動
地
域
の
紹
介
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
一
時
間
弱
と
短
い
交
流
の
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
の
交
流
の
歴
史
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
は
言
え
絶
や
さ
ず
続

け
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
後
に
西
大
邱
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
を
南
長
野

に
招
待
出
来
た
の
は
コ
ロ
ナ
前
で
す
の
で
来
年
の
南
長
野
青
年

会
議
所
の
周
年
式
典
に
は
是
非
と
も
西
大
邱
青
年
会
議
所
の
皆

さ
ん
を
招
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
川  

諒
一

委
員
長
所
感

Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大
邱  

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
二
〇
二
五

企
画
担
当  

■ 

次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会 

■

月
　日
㈭
　長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　二
階
大
会
議
室

11

20

　
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
八
日
㈭
、
長
野
商
工

会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会
議
室
に
て
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
　
二
〇
二
五
年
度
第

三
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
最

後
と
な
る
通
常
総
会
で
は
、
第
一
号
議
案
　
定

款
変
更
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件
、
第
二
号
議

案
　
二
〇
二
六
年
度
監
事
予
定
者
（
案
）
選
任

に
関
す
る
件
、
第
三
号
議
案
　
二
〇
二
六
年
度

事
業
計
画
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件
、
第
四
号

議
案
　
二
〇
二
六
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認

に
関
す
る
件
、
第
五
号
議
案
　
二
〇
二
六
年
度

出
席
義
務
に
基
づ
く
会
合
基
準
開
催
数
（
案
）

承
認
に
関
す
る
件
と
本
年
に
関
す
る
事
項
よ
り

も
、
次
年
度
の
活
動
に
関
す
る
事
項
が
多
く
上

程
さ
れ
、
無
事
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 第

三
回
通
常
総
会

月
　日
㈭
　
　
　
　
　
　
　
　

18
12

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

担
当  

■ 

次
代
を
繋
ぐ
総
務
拡
大
委
員
会 

■

　
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
八
日
㈭
、

ま
ち
の
円
居
食
の
団
欒
　
丸
十
に
て

公
益
社
団
法
人
南
長
野
青
年
会
議
所

十
二
月
例
会
「
第
六
十
四
期
生
卒
業

式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
飯
田
一
基
君
、
上
條
裕
太
君
、
青

木
充
君
の
三
名
が
四
十
歳
を
迎
え
、

卒
業
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
部
で
は

卒
業
証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ま
ち
の
円
居
食
の
団

欒
　
丸
十
に
て
本
年
度
最
後
の
卒
業

生
を
交
え
た
会
食
が
行
わ
れ
、
卒
業

生
そ
れ
ぞ
れ
が
卒
業
に
際
し
て
の
思

い
を
、
残
る
メ
ン
バ
ー
へ
向
け
て
ス

ピ
ー
チ
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
三

名
の
卒
業
生
は
、
南
長
野
青
年
会
議

所
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
青
年
会
議

所
活
動
で
得
た
経
験
を
も
と
に
卒
業

後
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
の
か
、
そ

し
て
残
る
メ
ン
バ
ー
に
ど
の
よ
う
に

行
動
し
て
ほ
し
い
の
か
を
、
熱
い
想

い
を
込
め
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
年
会
議
所
は
四
十
歳
ま
で
と
い

う
期
限
が
あ
る
活
動
で
す
。
こ
の
南

長
野
の
地
で
、
地
域
を
想
う
青
年
た

ち
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
熱
を

持
っ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

メ
ン
バ
ー
が
卒
業
を
迎
え
る
こ
と

は
、
四
十
歳
ま
で
無
事
に
活
動
を
全

う
で
き
た
喜
び
と
同
時
に
、
仲
間
が

去
っ
て
い
く
寂
し
さ
が
入
り
混
じ

る
、
感
慨
深
い
例
会
と
な
り
ま
し

た
。 第

六
十
四
期
生
卒
業
式

月
例
会

12

月
　日
㈭
　割
烹
丸
十

12

18

企
画
担
当  

■ 

次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会 

■

月
例
会

7
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　二
〇
二
五
年
十
一
月
一
日
㈯
に
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ

ア
に
て
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ

　長
野
二
〇
二
五
に
参
加
し

て
参
り
ま
し
た
。
本
年
の
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
当

青
年
会
議
所
の
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
、Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大
邱
の
あ
る
韓
国
の
伝
統
遊
戯
で
あ
る
投
壺
を
ご
来
場

の
皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
投
壺
と
は
、
壺

に
矢
を
投
げ
入
れ
る
と
い
う
遊
戯
で
す
。
し
か
し
遠
く
か

ら
投
げ
入
れ
る
に
は
少
し
コ
ツ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
参

加
者
の
皆
様
も
珍
し
い
遊
戯
に
真
剣
な
表
情
で
挑
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
長
野
市
長
で
あ
る
荻
原
健
司
市
長
も

体
験
に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
五
回
中
、
三
回
成
功

し
た
方
に
は
韓
国
の
即
席
麺
で
あ
る
イ
ワ
シ
カ
ル
ク
ッ
ス

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行
い
ま
し
た
。

　二
〇
二
五
年
十
一
月
一
日
、
長
野
セ
ン
ト
ラ
ル
ス

ク
ゥ
エ
ア
に
お
い
て
、
十
一
月
委
員
会
事
業
「
ワ
ー
ル

ド
フ
ェ
ス
タ

　長
野
二
〇
二
五
」
へ
参
加
致
し
ま
し

た
。　南

長
野
青
年
会
議
所
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大

邱
と
姉
妹
締
結
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ワ
ー
ル
ド

フ
ェ
ス
タ
で
は
例
年
、
韓
国
の
伝
統
や
文
化
を
伝
播
し

て
お
り
ま
す
。
本
年
は
韓
国
の
伝
統
遊
戯
「
投
壺(

ト
ウ

コ)

」
を
ご
来
場
の
皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
一
時
行
列
が
出
来
る
ほ

ど
大
盛
況
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
一
人
五
本
の
持
ち
矢
で
三
本
入
れ
た
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
出
来
る
様
に
設
定
し
て
い
た
為
か
、

皆
さ
ん
が
一
投
一
投
真
剣
に
投
げ
て
お
り
、
今
回
の
事

業
を
通
じ
て
多
く
の
皆
様
へ
韓
国
の
伝
統
遊
戯
に
ふ
れ

る
良
い
機
会
を
創
出
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 古

川  

諒
一

委
員
長
所
感

in

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ 

　長
野
二
〇
二
五
へ
の
協
力

月
委
員
会
事
業

11

企
画
担
当  

■ 

次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会 

■

月
１
日
㈯
　セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア

11

　二
〇
二
五
年
十
一
月
十
四
日

㈮
に
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井

支
所
二
階
大
会
議
室
に
て
十
一

月
例
会
「
周
年
っ
て
ど
う
し
て

や
る
の
？
〜
創
立
六
十
五
周

年
・
認
承
五
十
五
周
年
式
典
に

向
け
て
〜
」
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
本
例
会
は
翌
年
に
控
え
る

創
立
六
十
五
周
年
・
認
承
五
十

五
周
年
に
向
け
て
、
周
年
を
経

験
し
て
な
い
メ
ン
バ
ー
に
は
そ

の
重
要
性
と
思
い
を
、
経
験
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
も

再
確
認
と
若
い
メ
ン
バ
ー
に
向

け
て
そ
の
経
験
を
伝
え
る
場
と

し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

本
例
会
で
は
創
立
六
十
周
年
・

認
承
五
十
周
年
時
の
理
事
長

久
保
廣
範
先
輩
、
周
年
実
行
委

　去
る
十
一
月
十
四
日
㈮
、
十
一
月
度
例
会

を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　次
年
度
に
控
え
る
「
創
立
六
十
五
周
年
・

認
証
五
十
五
周
年
」
と
い
う
記
念
す
べ
き
節

目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
Ｌ
Ｏ
Ｍ
は

周
年
未
経
験
者
が
大
半
を
占
め
る
と
い
う
現

状
を
鑑
み
、
全
メ
ン
バ
ー
で
周
年
の
意
義
を

再
確
認
す
る
べ
く
、
勉
強
会
形
式
で
の
開
催

と
い
た
し
ま
し
た
。

　講
師
に
は
、
か
つ
て
周
年
式
典
の
重
責
を

担
わ
れ
た
、
第
五
十
代
理
事
長 

久
保
廣
範

先
輩
、
並
び
に
当
時
の
周
年
実
行
委
員
長
で

あ
ら
れ
る
中
村
文
陽
先
輩
を
お
招
き
し
、
当

時
の
熱
い
想
い
や
苦
労
話
な
ど
、
現
役
時
代

を
紐
解
く
貴
重
な
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。

　本
例
会
を
通
じ
、
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り

が
多
く
の
気
づ
き
や
学
び
を
得
た
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
他
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
周

年
式
典
へ
の
参
加
者
は
少
数
で
あ
り
ま
し
た

が
、
来
年
度
は
当
団
体
の
周
年
式
典
ま
で
限

り
少
な
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
他
Ｌ
Ｏ

Ｍ
の
周
年
式
典
に
は
積
極
的
に
参
加
し
得
た

知
見
を
、
単
な
る
情
報
の
共
有
に
留
め
る
の

で
は
な
く
、
自
ら
の
当
事
者
意
識
へ
と
昇
華

さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
「
我
々
に
何
が

で
き
る
の
か
」
を
真
摯
に
模
索
し
、
次
代
へ

の
礎
を
築
く
た
め
の
行
動
へ
と
繋
げ
て
い
く

所
存
で
す
。

　結
び
に
、
ご
多
用
の
中
、
現
役
メ
ン
バ
ー

の
た
め
に
貴
重
な
お
時
間
を
頂
戴
し
ま
し
た

二
名
の
先
輩
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、

委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西
澤  

雅
弥

委
員
長
所
感

周
年
っ
て
ど
う
し
て
や
る
の
？

〜
創
立
六
十
五
周
年
・
認
承
五
十
五
周
年
式
典
に
向
け
て
〜

月
例
会

11

企
画
担
当  

■ 

笑
顔
咲
く
学
び
委
員
会 

■

月
　日
㈮
　長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　二
階
大
会
議
室

11

14

in

in

員
長

　中
村
文
陽
先
輩
に
講
師

と
し
て
お
越
し
い
た
だ
き
、
当

時
ど
の
よ
う
に
周
年
事
業
を
構

築
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

点
に
気
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
か
、
そ
し
て
五
十
周
年

宣
言
文
に
掲
げ
た
思
い
な
ど
を

詳
細
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
来
年
に
は
周
年
宣
言
検
証

を
行
い
、
今
後
五
年
間
の
南
長

野
青
年
会
議
所
の
活
動
の
心
意

気
を
多
く
の
皆
様
に
発
表
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
本
例
会
は
会
員

の
周
年
に
向
け
た
気
持
ち
を
一

つ
に
し
、
創
立
六
十
五
周
年
・

認
承
五
十
五
周
年
に
向
け
た
絶

好
の
機
会
で
あ
っ
た
も
の
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
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二
〇
二
五
年
十
一
月
二
十
日
㈭
に
長
野
商

工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会
議
室
に
て

七
月
例
会
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 
西
大

邱
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
二
〇
二
五
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
本
例
会
は
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
Ｊ

Ｃ
Ｉ
西
大
邱
と
の
交
流
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
来
七
月
に
訪
日
事
業
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
先
方
と
の

日
程
調
整
が
難
し
く
、
十
一
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
交
流
会
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ

西
大
邱
　
ナ
ム
・
サ
ン
ソ
ン
会
長
と
南
長
野

青
年
会
議
所
　
飯
田
理
事
長
と
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
懇
親
会
で
は
双
方
の
活
動
報
告
を

行
い
、
互
い
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
を
通

じ
て
、
ま
だ
西
大
邱
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い

メ
ン
バ
ー
に
も
、
両
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
活
動
や
長
年

続
く
友
情
を
感
じ
取
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
最
後
に
は
韓
国
語
で
の
挨
拶

を
皆
で
行
い
、
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
確
か
め
あ

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
二
〇
二
五
年
十
一
月
二
十
日
、
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支

所
二
階
会
議
室
に
て
、
七
月
例
会
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ 
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大

邱
　
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
二
〇
二
五
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
の
交
流
で
あ
る
訪
日
事
業
が
互

い
の
諸
事
情
に
よ
り
実
現
出
来
な
か
っ
た
代
わ
り
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
交
流
を
行
う
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
南
長
野
青
年
会

議
所
か
ら
十
名
西
大
邱
青
年
会
議
所
か
ら
八
名
参
加
し
、
互
い

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
始
め
に
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
南
長
野
青
年
会
議
所
の
長
き

に
渡
る
友
情
を
記
念
し
、
双
方
の
青
年
会
議
所
の
会
長
と
理
事

長
よ
り
祝
辞
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
互
い
の
メ
ン

バ
ー
紹
介
、
事
業
紹
介
、
活
動
地
域
の
紹
介
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
一
時
間
弱
と
短
い
交
流
の
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
の
交
流
の
歴
史
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
は
言
え
絶
や
さ
ず
続

け
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
後
に
西
大
邱
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
を
南
長
野

に
招
待
出
来
た
の
は
コ
ロ
ナ
前
で
す
の
で
来
年
の
南
長
野
青
年

会
議
所
の
周
年
式
典
に
は
是
非
と
も
西
大
邱
青
年
会
議
所
の
皆

さ
ん
を
招
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
川  

諒
一

委
員
長
所
感

Ｊ
Ｃ
Ｉ 
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大
邱  

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
二
〇
二
五

企
画
担
当  

■ 

次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会 

■

月
　日
㈭
　長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　二
階
大
会
議
室

11

20

　
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
八
日
㈭
、
長
野
商
工

会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会
議
室
に
て
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
　
二
〇
二
五
年
度
第

三
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
最

後
と
な
る
通
常
総
会
で
は
、
第
一
号
議
案
　
定

款
変
更
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件
、
第
二
号
議

案
　
二
〇
二
六
年
度
監
事
予
定
者
（
案
）
選
任

に
関
す
る
件
、
第
三
号
議
案
　
二
〇
二
六
年
度

事
業
計
画
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件
、
第
四
号

議
案
　
二
〇
二
六
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認

に
関
す
る
件
、
第
五
号
議
案
　
二
〇
二
六
年
度

出
席
義
務
に
基
づ
く
会
合
基
準
開
催
数
（
案
）

承
認
に
関
す
る
件
と
本
年
に
関
す
る
事
項
よ
り

も
、
次
年
度
の
活
動
に
関
す
る
事
項
が
多
く
上

程
さ
れ
、
無
事
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 第

三
回
通
常
総
会

月
　日
㈭
　
　
　
　
　
　
　
　

18
12

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

担
当  

■ 

次
代
を
繋
ぐ
総
務
拡
大
委
員
会 

■

　
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
八
日
㈭
、

ま
ち
の
円
居
食
の
団
欒
　
丸
十
に
て

公
益
社
団
法
人
南
長
野
青
年
会
議
所

十
二
月
例
会
「
第
六
十
四
期
生
卒
業

式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
飯
田
一
基
君
、
上
條
裕
太
君
、
青

木
充
君
の
三
名
が
四
十
歳
を
迎
え
、

卒
業
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
部
で
は

卒
業
証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ま
ち
の
円
居
食
の
団

欒
　
丸
十
に
て
本
年
度
最
後
の
卒
業

生
を
交
え
た
会
食
が
行
わ
れ
、
卒
業

生
そ
れ
ぞ
れ
が
卒
業
に
際
し
て
の
思

い
を
、
残
る
メ
ン
バ
ー
へ
向
け
て
ス

ピ
ー
チ
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
三

名
の
卒
業
生
は
、
南
長
野
青
年
会
議

所
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
青
年
会
議

所
活
動
で
得
た
経
験
を
も
と
に
卒
業

後
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
の
か
、
そ

し
て
残
る
メ
ン
バ
ー
に
ど
の
よ
う
に

行
動
し
て
ほ
し
い
の
か
を
、
熱
い
想

い
を
込
め
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
年
会
議
所
は
四
十
歳
ま
で
と
い

う
期
限
が
あ
る
活
動
で
す
。
こ
の
南

長
野
の
地
で
、
地
域
を
想
う
青
年
た

ち
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
熱
を

持
っ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

メ
ン
バ
ー
が
卒
業
を
迎
え
る
こ
と

は
、
四
十
歳
ま
で
無
事
に
活
動
を
全

う
で
き
た
喜
び
と
同
時
に
、
仲
間
が

去
っ
て
い
く
寂
し
さ
が
入
り
混
じ

る
、
感
慨
深
い
例
会
と
な
り
ま
し

た
。 第

六
十
四
期
生
卒
業
式

月
例
会

12

月
　日
㈭
　割
烹
丸
十

12

18

企
画
担
当  

■ 

次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会 

■

月
例
会

7

未来を創る  変革の一歩

　
ま
た
総
会
後
半
に
お
い
て
、
各
副
理
事
長
、
専
務
理
事
の

バ
ッ
ジ
の
継
承
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
理
事
長
　
飯
田
一

基
君
か
ら
、
次
年
度
理
事
長
　
酒
井
信
治
君
に
バ
ッ
ジ
と
と

も
に
プ
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
リ
ー
ス
の
継
承
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
一
年
間
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
先
導
し
て
く
れ

た
理
事
長
　
飯
田
一
基
君
か
ら
次
年
度
を
先
導
す
る
酒
井
信

治
君
に
バ
ト
ン
を
受
け
渡
し
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
二
〇
二
五
年
度
は
、
飯
田
理
事
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
未
来

を
創
る
　
変
革
の
一
歩
」
の
も
と
青
年
会
議
所
活
動
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
来
年
は
酒
井
理
事
長
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
歴
史
を
繋
ぎ
次
代
を
創
る
」
の
も
と
、
青
年
会

議
所
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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本
年
も
一
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
南

長
野
青
年
会
議
所
に
入
会
し
て
以
来
、
多
く
の
記

事
、
そ
し
て
編
集
後
記
を
書
い
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
年
卒
業
を
迎
え
る
に
あ
た
り
編
集
後
記
を

書
か
せ
て
い
た
だ
く
の
も
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
の
後
半
の
活
動
は
、
会
員
の
資
質
向
上
、

西
大
邱
と
の
交
流
、
そ
し
て
来
年
に
控
え
る
創
立

六
十
五
周
年
・
認
承
五
十
五
周
年
に
向
け
て
の
事

業
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
資
質
向
上
で
は
、
心

を
落
ち
着
か
せ
、
周
り
の
音
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

で
、
早
朝
よ
り
心
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
こ
と
が

以
下
に
大
切
で
あ
る
か
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
西
大
邱
の
交
流
で
は
、
先

輩
諸
兄
姉
が
繋
い
で
き
た
絆
を
感
じ
取
り
、
交
流

の
大
切
の
再
認
識
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
十
一
月
例
会
で
は
五
十
周
年
に
向
け
て
会

員
の
気
持
ち
を
高
め
、
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
、

関
係
諸
団
体
、
先
輩
諸
兄
姉
に
南
長
野
青
年
会
議

所
の
活
動
と
情
熱
を
伝
え
る
場
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
心
を
一
つ

に
し
て
周
年
式
典
、
周
年
事
業
に
残
る
メ
ン
バ
ー

は
望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
飯
田
一
基
君
、
青
木
充
君
、
わ
た
く
し

上
條
裕
太
の
三
名
が
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
各
自
後
輩
に
今
ま
で
の
、
そ
し
て
今
後
の
念

い
を
伝
え
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
無
事
卒
業
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
長
年
最
前
線
で
南

長
野
青
年
会
議
所
を
引
っ
張
っ
て
来
ら
れ
、
入
会

す
ぐ
に
地
区
出
向
な
ど
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
飯
田
理
事
長
の
ス
ピ
ー
チ
は
同
じ
年
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
き
っ

と
飯
田
直
前
理
事
長
の
熱
意
が
次
年
度
の
ブ
ロ
ッ

ク
会
長
　
平
山
亮
太
君
、
次
年
度
理
事
長
　
酒
井

信
治
君
、
そ
し
て
二
〇
二
六
年
度
メ
ン
バ
ー
を
さ

ら
に
素
晴
ら
し
い
Ｊ
Ｃ
に
導
い
て
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
か
が
り
火
を
お
読
み
い

た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
度
も
南

長
野
青
年
会
議
所
が
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈

願
い
た
し
ま
し
て
私
の
編
集
後
記
を
締
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
、
本
年
も
一
年
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。事

務
局
次
長
　
上
條
　
裕
太

編
集
後
記

　
二
〇
二
五
年
度
、
（
公
社
）
南
長
野
青
年
会

議
所
の
理
事
長
の
重
責
を
お
預
か
り
す
る
に
あ

た
り
、
私
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
未
来
を
創

る
　
変
革
の
一
歩
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
急
速
に

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
地
域
の
未
来
を

よ
り
良
い
も
の
へ
と
導
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

自
身
が
小
さ
な
一
歩
で
あ
っ
て
も
、
確
か
な

”変
革
“
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
強
く
感
じ
た
た
め
で
す
。
本
年
度
を
締
め
く

く
る
に
あ
た
り
、
こ
の
理
念
に
共
感
し
、
と
も

に
歩
ん
で
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
も
人
口
減
少
や
担
い
手
不
足
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
南
長
野
地
域
を
取
り
巻
い
て
い
ま
し
た
。
特

に
会
員
数
の
減
少
は
深
刻
で
、
年
度
当
初
か
ら

組
織
運
営
の
根
幹
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
立
ち

は
だ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
こ

の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
こ
そ
が

「
変
革
の
一
歩
」
で
あ
る
と
捉
え
、
本
年
も
Ｌ

Ｏ
Ｍ
全
体
で
拡
大
活
動
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。
「
未
来
へ
繋
ぐ
総
務
拡
大
委
員
会
」

が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
開
催
し
た
長
期
間
に

及
ぶ
拡
大
例
会
で
は
、
経
験
の
浅
い
メ
ン
バ
ー

に
対
し
、
拡
大
の
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
資
質
向
上
系
の
例

会
も
担
当
し
、
マ
ナ
ー
講
習
や
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
に
着
目
し
た
例
会
も
実
施
し
ま
し
た
。
全

員
が
同
じ
方
向
を
向
き
、
一
体
感
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
ま
っ
た
こ
と
は
、
本
年
度
最
大
の
収

穫
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
事
業
で
は
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長

野
場
所
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
は
県
大
会

も
南
長
野
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
児
童
が
成
長

の
機
会
を
得
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
地

域
の
希
望
で
あ
り
、
彼
ら
の
た
め
に
汗
を
流
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
何

よ
り
の
喜
び
で
し
た
。
担
当
し
た
「
笑
顔
咲
く

学
び
委
員
会
」
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
着
目
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
例
会
も
開
催
し
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
未
来
の
選
択
肢
の
一

二
〇
二
五
年
度
御
礼

理
事
長
　
飯
田  

一
基

お
も

助
と
な
る
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
地
域
開
発
事
業
と

し
て
、
「
街
コ
ン
×

ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う

形
で
「
次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会
」
が
企
画

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
開

催
す
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
開
催
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
経
験
を
、
次
年
度
以
降
に
し
っ
か
り
と

繋
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
関
係
諸
団
体
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
必
要
な
経

験
で
あ
る
と
捉
え
、
メ
ン
バ
ー
各
位
の
さ
ら
な

る
成
長
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
で
は
、
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
四
〇
年
以
上
続
く
友
情
は
、
世

界
情
勢
が
不
安
定
な
中
で
あ
っ
て
も
、
互
い
を

尊
重
し
、
未
来
へ
の
架
け
橋
と
な
る
関
係
性
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
思
い
で
、
絆
を
紡

い
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
五
年
度
は
多
く
の
課
題
に
直
面
す
る

一
年
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に

対
し
、
私
た
ち
は
「
未
来
を
創
る
変
革
の
一

歩
」
を
踏
み
出
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
挑
み

続
け
ま
し
た
。
こ
の
一
年
で
積
み
重
ね
た
努
力

と
経
験
は
、
必
ず
や
次
年
度
以
降
の
南
長
野
青

年
会
議
所
の
大
き
な
力
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
の
活
動
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
諸
団
体
の
皆
様
、
先
輩

諸
兄
姉
の
皆
様
、
そ
し
て
こ
の
一
年
を
と
も
に

走
り
抜
け
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
二
〇
二
六
年
度

も
、
私
た
ち
が
踏
み
出
し
た
小
さ
な
一
歩
が
、

地
域
の
未
来
を
照
ら
す
大
き
な
光
と
な
る
よ

う
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
指
導
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
二
〇
二
五
年
度
の
御
礼
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
一
年
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

理　事　長　　酒井　信治　君
直前理事長　　飯田　一基　氏
外 部 監 事　　北澤　美紀　氏
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二
〇
二
五
年
十
一
月
二
十
日
㈭
に
長
野
商

工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会
議
室
に
て

七
月
例
会
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大

邱
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
二
〇
二
五
」
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
本
例
会
は
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
Ｊ

Ｃ
Ｉ
西
大
邱
と
の
交
流
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
来
七
月
に
訪
日
事
業
が
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
先
方
と
の

日
程
調
整
が
難
し
く
、
十
一
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
交
流
会
は
Ｊ
Ｃ
Ｉ

西
大
邱
　
ナ
ム
・
サ
ン
ソ
ン
会
長
と
南
長
野

青
年
会
議
所
　
飯
田
理
事
長
と
の
挨
拶
か
ら

始
ま
り
、
懇
親
会
で
は
双
方
の
活
動
報
告
を

行
い
、
互
い
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
交
流
を
通

じ
て
、
ま
だ
西
大
邱
を
訪
れ
た
こ
と
の
な
い

メ
ン
バ
ー
に
も
、
両
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
活
動
や
長
年

続
く
友
情
を
感
じ
取
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
最
後
に
は
韓
国
語
で
の
挨
拶

を
皆
で
行
い
、
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
確
か
め
あ

う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
二
〇
二
五
年
十
一
月
二
十
日
、
長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支

所
二
階
会
議
室
に
て
、
七
月
例
会
「
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大

邱
　
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
二
〇
二
五
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
の
交
流
で
あ
る
訪
日
事
業
が
互

い
の
諸
事
情
に
よ
り
実
現
出
来
な
か
っ
た
代
わ
り
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
交
流
を
行
う
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
南
長
野
青
年
会

議
所
か
ら
十
名
西
大
邱
青
年
会
議
所
か
ら
八
名
参
加
し
、
互
い

に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
始
め
に
西
大
邱
青
年
会
議
所
と
南
長
野
青
年
会
議
所
の
長
き

に
渡
る
友
情
を
記
念
し
、
双
方
の
青
年
会
議
所
の
会
長
と
理
事

長
よ
り
祝
辞
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
互
い
の
メ
ン

バ
ー
紹
介
、
事
業
紹
介
、
活
動
地
域
の
紹
介
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
一
時
間
弱
と
短
い
交
流
の
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
ま
で
の
交
流
の
歴
史
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
は
言
え
絶
や
さ
ず
続

け
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
後
に
西
大
邱
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
を
南
長
野

に
招
待
出
来
た
の
は
コ
ロ
ナ
前
で
す
の
で
来
年
の
南
長
野
青
年

会
議
所
の
周
年
式
典
に
は
是
非
と
も
西
大
邱
青
年
会
議
所
の
皆

さ
ん
を
招
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
川  

諒
一

委
員
長
所
感

Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ 

西
大
邱  

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
二
〇
二
五

企
画
担
当  

■ 

次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会 

■

月
　日
㈭
　長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
　二
階
大
会
議
室

11

20

　
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
八
日
㈭
、
長
野
商
工

会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会
議
室
に
て
（
公

社
）
南
長
野
青
年
会
議
所
　
二
〇
二
五
年
度
第

三
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
最

後
と
な
る
通
常
総
会
で
は
、
第
一
号
議
案
　
定

款
変
更
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件
、
第
二
号
議

案
　
二
〇
二
六
年
度
監
事
予
定
者
（
案
）
選
任

に
関
す
る
件
、
第
三
号
議
案
　
二
〇
二
六
年
度

事
業
計
画
（
案
）
承
認
に
関
す
る
件
、
第
四
号

議
案
　
二
〇
二
六
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認

に
関
す
る
件
、
第
五
号
議
案
　
二
〇
二
六
年
度

出
席
義
務
に
基
づ
く
会
合
基
準
開
催
数
（
案
）

承
認
に
関
す
る
件
と
本
年
に
関
す
る
事
項
よ
り

も
、
次
年
度
の
活
動
に
関
す
る
事
項
が
多
く
上

程
さ
れ
、
無
事
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 第

三
回
通
常
総
会

月
　日
㈭
　
　
　
　
　
　
　
　

18
12

長
野
商
工
会
議
所

篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

担
当  

■ 

次
代
を
繋
ぐ
総
務
拡
大
委
員
会 

■

　
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
八
日
㈭
、

ま
ち
の
円
居
食
の
団
欒
　
丸
十
に
て

公
益
社
団
法
人
南
長
野
青
年
会
議
所

十
二
月
例
会
「
第
六
十
四
期
生
卒
業

式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年

は
飯
田
一
基
君
、
上
條
裕
太
君
、
青

木
充
君
の
三
名
が
四
十
歳
を
迎
え
、

卒
業
と
な
り
ま
し
た
。
第
一
部
で
は

卒
業
証
書
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ま
ち
の
円
居
食
の
団

欒
　
丸
十
に
て
本
年
度
最
後
の
卒
業

生
を
交
え
た
会
食
が
行
わ
れ
、
卒
業

生
そ
れ
ぞ
れ
が
卒
業
に
際
し
て
の
思

い
を
、
残
る
メ
ン
バ
ー
へ
向
け
て
ス

ピ
ー
チ
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
三

名
の
卒
業
生
は
、
南
長
野
青
年
会
議

所
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
青
年
会
議

所
活
動
で
得
た
経
験
を
も
と
に
卒
業

後
ど
の
よ
う
な
道
を
歩
む
の
か
、
そ

し
て
残
る
メ
ン
バ
ー
に
ど
の
よ
う
に

行
動
し
て
ほ
し
い
の
か
を
、
熱
い
想

い
を
込
め
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
青
年
会
議
所
は
四
十
歳
ま
で
と
い

う
期
限
が
あ
る
活
動
で
す
。
こ
の
南

長
野
の
地
で
、
地
域
を
想
う
青
年
た

ち
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
熱
を

持
っ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

メ
ン
バ
ー
が
卒
業
を
迎
え
る
こ
と

は
、
四
十
歳
ま
で
無
事
に
活
動
を
全

う
で
き
た
喜
び
と
同
時
に
、
仲
間
が

去
っ
て
い
く
寂
し
さ
が
入
り
混
じ

る
、
感
慨
深
い
例
会
と
な
り
ま
し

た
。 第

六
十
四
期
生
卒
業
式

月
例
会

12

月
　日
㈭
　割
烹
丸
十

12

18

企
画
担
当  

■ 

次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会 

■

月
例
会

7

未来を創る  変革の一歩

　
ま
た
総
会
後
半
に
お
い
て
、
各
副
理
事
長
、
専
務
理
事
の

バ
ッ
ジ
の
継
承
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
理
事
長
　
飯
田
一

基
君
か
ら
、
次
年
度
理
事
長
　
酒
井
信
治
君
に
バ
ッ
ジ
と
と

も
に
プ
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
リ
ー
ス
の
継
承
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
一
年
間
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
先
導
し
て
く
れ

た
理
事
長
　
飯
田
一
基
君
か
ら
次
年
度
を
先
導
す
る
酒
井
信

治
君
に
バ
ト
ン
を
受
け
渡
し
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
二
〇
二
五
年
度
は
、
飯
田
理
事
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
未
来

を
創
る
　
変
革
の
一
歩
」
の
も
と
青
年
会
議
所
活
動
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
来
年
は
酒
井
理
事
長
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
歴
史
を
繋
ぎ
次
代
を
創
る
」
の
も
と
、
青
年
会

議
所
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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本
年
も
一
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
南

長
野
青
年
会
議
所
に
入
会
し
て
以
来
、
多
く
の
記

事
、
そ
し
て
編
集
後
記
を
書
い
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
年
卒
業
を
迎
え
る
に
あ
た
り
編
集
後
記
を

書
か
せ
て
い
た
だ
く
の
も
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
の
後
半
の
活
動
は
、
会
員
の
資
質
向
上
、

西
大
邱
と
の
交
流
、
そ
し
て
来
年
に
控
え
る
創
立

六
十
五
周
年
・
認
承
五
十
五
周
年
に
向
け
て
の
事

業
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
資
質
向
上
で
は
、
心

を
落
ち
着
か
せ
、
周
り
の
音
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

で
、
早
朝
よ
り
心
に
ゆ
と
り
を
持
た
せ
る
こ
と
が

以
下
に
大
切
で
あ
る
か
学
ば
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
西
大
邱
の
交
流
で
は
、
先

輩
諸
兄
姉
が
繋
い
で
き
た
絆
を
感
じ
取
り
、
交
流

の
大
切
の
再
認
識
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
特
に
十
一
月
例
会
で
は
五
十
周
年
に
向
け
て
会

員
の
気
持
ち
を
高
め
、
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
、

関
係
諸
団
体
、
先
輩
諸
兄
姉
に
南
長
野
青
年
会
議

所
の
活
動
と
情
熱
を
伝
え
る
場
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
心
を
一
つ

に
し
て
周
年
式
典
、
周
年
事
業
に
残
る
メ
ン
バ
ー

は
望
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
飯
田
一
基
君
、
青
木
充
君
、
わ
た
く
し

上
條
裕
太
の
三
名
が
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
各
自
後
輩
に
今
ま
で
の
、
そ
し
て
今
後
の
念

い
を
伝
え
、
南
長
野
青
年
会
議
所
を
無
事
卒
業
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
特
に
長
年
最
前
線
で
南

長
野
青
年
会
議
所
を
引
っ
張
っ
て
来
ら
れ
、
入
会

す
ぐ
に
地
区
出
向
な
ど
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
飯
田
理
事
長
の
ス
ピ
ー
チ
は
同
じ
年
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
き
っ

と
飯
田
直
前
理
事
長
の
熱
意
が
次
年
度
の
ブ
ロ
ッ

ク
会
長
　
平
山
亮
太
君
、
次
年
度
理
事
長
　
酒
井

信
治
君
、
そ
し
て
二
〇
二
六
年
度
メ
ン
バ
ー
を
さ

ら
に
素
晴
ら
し
い
Ｊ
Ｃ
に
導
い
て
く
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
か
が
り
火
を
お
読
み
い

た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
度
も
南

長
野
青
年
会
議
所
が
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈

願
い
た
し
ま
し
て
私
の
編
集
後
記
を
締
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
、
本
年
も
一
年
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。事

務
局
次
長
　
上
條
　
裕
太

編
集
後
記

　
二
〇
二
五
年
度
、
（
公
社
）
南
長
野
青
年
会

議
所
の
理
事
長
の
重
責
を
お
預
か
り
す
る
に
あ

た
り
、
私
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
未
来
を
創

る
　
変
革
の
一
歩
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
急
速
に

変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、
地
域
の
未
来
を

よ
り
良
い
も
の
へ
と
導
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

自
身
が
小
さ
な
一
歩
で
あ
っ
て
も
、
確
か
な

”変
革
“
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
強
く
感
じ
た
た
め
で
す
。
本
年
度
を
締
め
く

く
る
に
あ
た
り
、
こ
の
理
念
に
共
感
し
、
と
も

に
歩
ん
で
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
も
人
口
減
少
や
担
い
手
不
足
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
、
多
く
の
課
題

が
南
長
野
地
域
を
取
り
巻
い
て
い
ま
し
た
。
特

に
会
員
数
の
減
少
は
深
刻
で
、
年
度
当
初
か
ら

組
織
運
営
の
根
幹
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
立
ち

は
だ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
こ

の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
こ
そ
が

「
変
革
の
一
歩
」
で
あ
る
と
捉
え
、
本
年
も
Ｌ

Ｏ
Ｍ
全
体
で
拡
大
活
動
に
力
を
注
い
で
ま
い
り

ま
し
た
。
「
未
来
へ
繋
ぐ
総
務
拡
大
委
員
会
」

が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
開
催
し
た
長
期
間
に

及
ぶ
拡
大
例
会
で
は
、
経
験
の
浅
い
メ
ン
バ
ー

に
対
し
、
拡
大
の
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
資
質
向
上
系
の
例

会
も
担
当
し
、
マ
ナ
ー
講
習
や
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
に
着
目
し
た
例
会
も
実
施
し
ま
し
た
。
全

員
が
同
じ
方
向
を
向
き
、
一
体
感
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
高
ま
っ
た
こ
と
は
、
本
年
度
最
大
の
収

穫
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
青
少
年
育
成
事
業
で
は
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長

野
場
所
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
は
県
大
会

も
南
長
野
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
児
童
が
成
長

の
機
会
を
得
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
地

域
の
希
望
で
あ
り
、
彼
ら
の
た
め
に
汗
を
流
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
何

よ
り
の
喜
び
で
し
た
。
担
当
し
た
「
笑
顔
咲
く

学
び
委
員
会
」
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
着
目
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
例
会
も
開
催
し
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
未
来
の
選
択
肢
の
一

二
〇
二
五
年
度
御
礼

理
事
長
　
飯
田  

一
基

お
も

助
と
な
る
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
地
域
開
発
事
業
と

し
て
、
「
街
コ
ン
×

ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う

形
で
「
次
世
代
を
創
る
交
流
委
員
会
」
が
企
画

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
開

催
す
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
開
催
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
経
験
を
、
次
年
度
以
降
に
し
っ
か
り
と

繋
い
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
関
係
諸
団
体
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
必
要
な
経

験
で
あ
る
と
捉
え
、
メ
ン
バ
ー
各
位
の
さ
ら
な

る
成
長
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
国
際
交
流
で
は
、
姉
妹
Ｊ
Ｃ
で
あ
る
Ｊ
Ｃ
Ｉ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
西
大
邱
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を

行
い
ま
し
た
。
四
〇
年
以
上
続
く
友
情
は
、
世

界
情
勢
が
不
安
定
な
中
で
あ
っ
て
も
、
互
い
を

尊
重
し
、
未
来
へ
の
架
け
橋
と
な
る
関
係
性
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
思
い
で
、
絆
を
紡

い
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
五
年
度
は
多
く
の
課
題
に
直
面
す
る

一
年
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に

対
し
、
私
た
ち
は
「
未
来
を
創
る
変
革
の
一

歩
」
を
踏
み
出
す
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
挑
み

続
け
ま
し
た
。
こ
の
一
年
で
積
み
重
ね
た
努
力

と
経
験
は
、
必
ず
や
次
年
度
以
降
の
南
長
野
青

年
会
議
所
の
大
き
な
力
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
の
活
動
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
諸
団
体
の
皆
様
、
先
輩

諸
兄
姉
の
皆
様
、
そ
し
て
こ
の
一
年
を
と
も
に

走
り
抜
け
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
二
〇
二
六
年
度

も
、
私
た
ち
が
踏
み
出
し
た
小
さ
な
一
歩
が
、

地
域
の
未
来
を
照
ら
す
大
き
な
光
と
な
る
よ

う
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
指
導
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
二
〇
二
五
年
度
の
御
礼
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
一
年
間
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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　　〃　　　　古川　諒一　君
　　〃　　　　百瀬　千晴　君
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